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抄録

本研究の目的は、看護学生（以下、学生）が、検査・処置を受ける子どものケアを体験し、何を学んで

いるのかを明らかにすることである。対象は大学で看護学を専攻し、小児看護学実習（以下、実習）を終

了した４年次の学生３５名である。学生が実習終了後に提出したレポートを質的・記述的に分析した。

その結果、学生の学びは、【子どもの特性】【不安も恐怖を緩和する物的環境】【安心につながるケア】

【身体拘束の是非】【プレパレーシヨンの意義・自己の課題】【子どもが主体となる医療・看護】という６
つのカテゴリーで構成された。

学生は、実習で検査・処置を受ける子どものケアを体験し、その体験を通して、子どもを尊重すること

を学んでいるため、臨床と基礎教育の連携は重要であり、基礎教育を検討することは看護教育全体の課題

であると考えられた。
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Ｉ．はじめに

日本看護協会（2009）は、小児看護領域におけ

る看護業務基準の中で、「子どもの人権を尊重し、

子どもと養育者には、検査・治療・病状・処置な

どについて適時に説明し、納得・了解・理解を得

るように努めること」とし、看護職の責務につい

て述べている。しかし、現状は、検査・処置を受

ける子どもに対して、看護師は説明が十分ではな

かったり、納得を待ってからの看護ではなかった

りと、子どもが尊重されているとは言い難い状況

が窺える。
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このような小児看護の現状の中、小児看護学実

習（以下、実習）は、看護学生（以下、学生）が

検査・処置を受ける子どものケアを体験できγ子

どもを尊重することを学ぶ貴重な機会になると推

察する。

丸山（2008）は、学生は医療処置や検査の場面

を振り返ることで、子どもを尊重する関わりにつ

いて考える機会になっていると述べ、岩村ら

(2005）は、学生は採血の場面で、泣く＝子ども

はわかっていないと捉え、子どもの権利を守るの

は難しいと感じていることを指摘している。ま
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